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高潮に対する必要高＝設計高潮位＋設計波に対する必要高
津波に対する必要高＝設計津波の水位
（必要に応じて、天端高に設定において余裕高を考慮する）

潮位偏差

設計波に対する必要高

設計高潮位

設計高潮位の設定方法は次のいずれか
・既往最高潮位
・朔望平均満潮位＋既往の潮位偏差の最大値
・朔望平均満潮位＋推算の潮位偏差の最大値
※ある再現期間に対する潮位は、短期間の観測資料に基づいて設定する場合、
信頼性が低い（「海岸保全施設の技術上の基準・同解説」より） 2

１．海岸堤防の天端高における潮位の取り扱い



図の出典：森ら（2020）、気候変動を考慮した我が国の三大湾の高潮最大潮位偏差についての研究レビュー、
土木学会論文集Ｂ２、Vol.76、No.1

対象台風：想定台風（Myersモデル等）、全球気候モデルで気候計算される台風
気候学的モデル、確率台風モデル

高潮計算モデル：非線形長波方程式を基礎としたモデル、それ以外のモデル

２．三大湾における最大潮位偏差の研究事例
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（１）観測値を用いた評価事例
運輸省第二港湾建設局企画課（2000）、河合ら（2010）

（２）推算値を用いた評価事例
河合（2010）、森ら（2016）
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３．潮位及び潮位偏差の確率評価の事例



潮位や潮位偏差の極値統計解析は、波高の極値統計解析と同
様の方法で行われることが多い。

極値分布の候補の選択

最小２乗法によるあてはめ

最適合分布の採択

確率波高の算定

極値I型、極値Ⅱ型、ワイブル分布など

候補とした極値分布ごとに、各波高に対する
非超過確率を計算し、最小2乗法を適用して
極値分布の母数を各候補ごとに定める

各候補の極値分布にデータをあてはめたと
きの相関係数等を比較し、最も適合する分布
を採択する

最適合分布から所定の再現期間に対する
非超過確率を計算し、極値分布の逆関数から
確率波高を計算する

参考：合田（1997）、設計波高および設計潮位の決め方、水工学に関する夏期研修会講義集 5

極値統計解析の流れ



出典：河合ら（2010）、地域頻度解析手法によるわが国沿岸の高潮偏差の極値統計解析、土木学会論文集B2、Vol.66、No.1

潮位偏差：
東京、名古屋、
大阪の設計に
用いる潮位偏
差は100年確
率偏差よりは
るかに大きい

統計期間：1958-2008年（ただし、伊勢湾台風や第二室戸台風は未収録）
極値分布：一般化極値分布(GEV)、一般化パレート分布（GPA）、ワイブル分布（WBL）

潮位：
東京、名古屋、
大阪の設計高
潮位は 100 年
確率潮位より
はるかに高い
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（1-2）潮位観測値（年最大値）を用いた
極値統計解析結果



図の出典：河合（2010）、高潮数値計算技術の高精度化と気候変動に備えた防災への適用、港湾空港技術研究所資料
No.1210

確率台風モデル

500年分の台風を対象とした高潮計算
（線形長波方程式に基づくモデル、計算格子間隔1.8km）

極値統計解析

現在気候での
中心気圧の平
均値

将来気候での
中心気圧の平
均値

台風属性
値の時間
平均値の
空間場が
北へ1.5
度移動す
ると仮定
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（2-1）確率台風モデルで得られた500年分の
潮位データの極値統計解析



図の出典：河合（2010）、高潮数値計算技術の高精度化と気候変動に備えた防災への適用、港湾空港技術研究所資料
No.1210

設計に用いる潮位偏差の再現年数
東京（3.0m） →1000年程度
名古屋（3.5m） →100年程度
大阪（3.0m） →100年程度

設計高潮位の再現年数
東京（CDL:5.1m） →1000年以上
名古屋（CDL:5.9m）→400年程度
大阪（CDL:4.8m） →300年程度
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（2-1）確率台風モデルで得られた500年分の
潮位データの極値統計解析結果



図の出典、河合（2010）、高潮数値計算技術の高精度化と気候変動に備えた防災への適用、港湾空港技術研究所資料
No.1210

大阪の設計高潮位の再現年数は、
現在400年→将来60年

将来気候：台風属性値を現在より北へ1.5度ずらした確率台風モデル

設計に用いる大阪の潮位偏差の再
現年数は、現在100年→将来40年
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（2-1）確率台風モデルで得られた潮位データの
極値統計解析結果（現在と将来）



図の出典：森ら（2016）、全球60kmAGCMを用いた大規模アンサンブル気候予測実験とこれを用いた高潮長期評価、
土木学会論文集Ｂ２、Vol.72、No.2

気象研究所全球大気モデルMRI-AGCM3.2（水平解像度約60km）を用いた全球気候実
験と、日本域を対象とした気象研究所領域気候モデルNHRCM （水平解像度約20km）を
用いた領域ダウンスケーリング実験によって構成

現在気候：全球60kmAGCMによる6000年間のアン
サンブル気候計算

将来気候：全球平均気温＋４°の5400年間のアン
サンブル気候計算

潮位偏差の計算（非線形長波方程式モデルの
結果を用いた統計モデルを使用）

台風の中心気圧の超過確率（太線：日本周辺海域、
細線：全球平均）
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（2-2）大気気候モデルで得られた潮位偏差の
極値統計解析結果（現在と将来）



図の出典：森ら（2016）、全球60kmAGCMを用いた大規模アンサンブル気候予測実験とこれを用いた高潮長期評価、
土木学会論文集Ｂ２、Vol.72、No.2

設計に用いる大阪の潮位偏差（3m）の再
現年数は、現在500年以上→将来200年

現在気候：全球60kmAGCMによる6000年間のアンサンブル気候計算
将来気候：全球平均気温＋４°の5400年間のアンサンブル気候計算
（潮位偏差は非線形長波方程式モデルの結果を用いた統計モデルから求めたもの）

設計に用いる東京の潮位偏差（3m）の再
現年数は、現在、将来とも500年以上

東京 大阪
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（2-2）大気気候モデルで得られた潮位偏差の
極値統計解析結果（現在と将来）


